
土地改良団体における男女共同参画
員外理事制度の活用による女性理事登用事例

所在地：茨城県行方市山田2566-1
面 積：187ha 組合員：419人
総 代：50人（うち女性８名）
理 事：17人（うち女性２名）
監 事：３人（うち女性１名）
職 員：２人（うち女性１名）

北浦土地改良区

員外理事制度を活用し、令和５年12月に北浦土地改良区の理事に女性２
名が就任しました。同時に、女性監事１名も就任しました。

よこせ ひでこ

理事 横瀬 秀子 さん

Q．理事就任を打診された時どう思いましたか？
A．最初は不安に思いましたが、熱心にお話いただいた
ことに加え、以前、他の土地改良区で事務員をしてお
り、土地改良区のことを多少知っていたため、ご協力
できたらと考えお話を受けました。

Q．普段のお仕事は？
A．家族でレンコン・菖蒲を作っています。
Q．オブザーバーとして理事会に参加して感じたことは？
A．様々なことを前向きに考え事業を進められていると感じました。

「ワン・チーム」
役員・職員一体となってポジティブに仕事をする

当土地改良区では、役員・職員
一丸となって、何事もポジティブ
に取り組み、楽しく仕事をするこ
とを目標にしています。
女性の理事や監事の登用も、役

職員皆で熱意を持って進めてまい
りました。

理事・監事の候補者は、地域で
農業に積極的に取り組む方が望ま
しいと考え、今回、登用された３
名にお声がけしました。

理事・監事ともまだ登用されたばかりで、本格的な活動はこれから
ですが、今後の土地改良区の運営に地域の女性の声が反映され、土地
改良区の将来に新たな風が吹くことが期待されます。

たなか よしえ

監事 田中 快枝 さん

Q．監事就任を打診された時どう思いましたか？
A．農業に就業して間もない自分で大丈夫か不安でした
が、熱心にお話しいただいたことや、女性理事候補者
が２名もいることなどから、お役に立てればと思い、
お話を受けました。

Q．普段のお仕事は？
A．家族で米・セリ・豆を作っています。
Q．今後の意気込みは？
A．まずは土地改良区の事業内容を知っていくことで、微力ながらお役に
立てればと思っています。

かわの けいこ

理事 河野 恵子 さん

Q．理事就任を打診された時どう思いましたか？
A．最初は不安に思いましたが、熱心にお話しいただき、
自分でも協力できるかもと思い、お話を受けました。
女性理事候補者がもう１名いることも後押しになり

ました。
Q．普段のお仕事は？
A．家族でレンコン・米・セリを作っています。
Q．オブザーバーとして理事会に参加して感じたことは？
A．水の管理やパイプラインの修理だけではなく、農地の活用など様々な
ことを話し合っていることが分かりました。

写真前列左から田中監事、横瀬理事、
河野理事、小室理事⾧、成田副理事⾧
写真後列左から髙栁委員⾧、河野事務
局⾧、木上主任


